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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第30期

第３四半期連結
累計期間

第31期
第３四半期連結
累計期間

第30期

会計期間

自平成23年
６月１日
至平成24年
２月29日

自平成24年
６月１日
至平成25年
２月28日

自平成23年
６月１日
至平成24年
５月31日

売上高（千円） 29,889,23229,742,61639,796,933

経常利益（千円） 3,288,2773,141,7534,321,728

四半期（当期）純利益（千円） 1,669,1611,507,3692,234,010

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
1,685,3031,675,0732,209,667

純資産額（千円） 22,063,54723,385,02222,587,911

総資産額（千円） 30,091,84431,163,61831,460,115

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
104.56 94.43 139.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 72.9 74.7 71.4

　

回次
第30期

第３四半期連結
会計期間

第31期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
12月１日
至平成24年
２月29日

自平成24年
12月１日
至平成25年
２月28日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
32.00 31.74

　（注）１.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　 当第３四半期連結累計期間において当社グループ（当社及び当社の関係会社、以下同じ。）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
　
  

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
　
　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。　　

　
　
(１）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間（平成24年６月１日～平成25年２月28日）におけるわが国経済は、全体として弱含み

で推移してまいりましたが、政権交代後の経済政策に対する期待感から、円安基調への転換や株価回復の動きが見

られるなど、一部に回復の兆しが表れてきました。

　しかしながら、外食業界におきましては、雇用・所得環境に改善の動きが見られるものの、個人消費の本格的な回

復には及ばず、依然として厳しい経営環境が続きました。

　このような状況のもと、国内CoCo壱番屋事業では、引き続き「既存店の売上強化」を最重要課題に掲げ、店舗ごと

にオリジナルメニューや販促方法を自ら考えて実施する「ストアレベルマーケティング」を中心とした個店の魅

力を高める取り組みに注力してまいりました。

　また、店舗の利便性を高める取り組みとして、従来から取り組んできた「宅配サービス」の導入に加え、「ドライ

ブスルー」や「テイクアウト専用窓口」の導入も推進してまいりました。平成25年２月末のそれぞれの導入店舗数

は、「宅配サービス」で690店舗（12店舗増）、「ドライブスルー」で156店舗（49店舗増）、「テイクアウト専用窓

口」で70店舗（50店舗増）となりました。

　その他の営業施策といたしましては、毎月新たなメニューを販売する「月刊ココイチ」に加え、「世界で最も大き

いカレーレストランのチェーン店」としてギネス世界記録に認定されたことを記念して、ワールドココイチメ

ニュー（ハワイ：ロコモコカレー、タイ：レッドカレー、韓国：豆腐チゲカレー、台湾：パーコーカレー）の販売を

行いました。販売期間中には、「ギネス世界記録取得記念スプーン」が当たるなどのプレゼントキャンペーンを実

施し、さらなる売上の強化に取り組みました。

　なお、国内CoCo壱番屋の出店状況は、新規出店19店舗（内、リロケート出店９店舗）、退店15店舗（内、リロケート

退店８店舗）を行った結果、平成25年２月末の店舗数は、４店舗増加し1,206店舗となりました。
　
　CoCo壱番屋以外の業態の動きといたしまして、「パスタ・デ・ココ」は、概ね業態として確立してきましたことか

ら、CoCo壱番屋の営業組織に組み込み、より相乗効果が得られる体制といたしました。

  また、「麺屋ここいち」「にっくい亭」「うなぎ屋壱番」につきましては、業態としての育成を図るべく、引き続

きメニューラインナップの見直しなど試行錯誤を重ねてまいりました。
　
　こうした結果、当第３四半期連結累計期間における国内の店舗売上高は、全店ベースで前年同期比1.3%増の532億

34百万円となりましたが、既存店ベースでは同0.4%減となりました。

　四半期毎の売上高、客数、客単価の前年同期比増減率および国内業態別出店状況は、次のとおりであります。
　
「四半期別国内店舗売上高等推移表」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年同期比増減率、％）

　 第１四半期

（H24/６-８）

第２四半期

（H24/９-11）

第３四半期

（H24/12-H25/２）

当第３四半期累計

（H24/６-H25/２）

 全店売上高 0.3 2.2 1.3 1.3

 既存店売上高 △1.6 0.7 △0.2 △0.4

　 　客数 △3.0 △1.2 △0.9 △1.7

　 　客単価 1.5 2.0 0.6 1.4

（注）店舗売上高は、直営店とフランチャイズ加盟店（以下、ＦＣ店という）との合計です。
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「国内業態別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：店）

　 ①新規出店数 ②退店数 純増店舗数 平成25年２月末店舗数

　 内、直営 　 内、直営 ①-② 内、直営 　 内、直営

CoCo壱番屋（※） 19 12 15 4 4 △11 1,206 233

パスタ・デ・ココ 1 1 － － 1 1 28 23

麺屋ここいち 3 1 1 1 2 － 7 5

にっくい亭 － － － － － － 2 2

うなぎ屋壱番 － － － － － － 1 1

合　　計 23 14 16 5 7 △10 1,244 264

（※）CoCo壱番屋では、直営店からＦＣ店への譲渡を19店舗実施しております。
　
　一方、海外CoCo壱番屋事業につきましては、アジア地区を中心に出店を進め、新規出店27店舗、退店２店舗がありま

した結果、平成25年２月末の海外店舗数は、25店舗増加し103店舗となりました。
　
　各国別の出店状況は、次のとおりであります。　　
　
「海外国別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：店）

展開

エリア

①新規

出店数
②退店数

純増

店舗数

①-②

平成25年

２月末

店舗数

現地法人名（※）

（エリアフランチャイザー）

当社出資

比率

香港 1 － 1 5 壹番屋香港有限公司 80.0％

米国（本土） 1 1 － 3 ICHIBANYA USA,INC. 80.0％

中国 12 1 11 33 上海好侍?哩客客壹番屋餐廳有限公司 11.1％

台湾 5 － 5 17 台灣?哩好侍餐廳股?有限公司 20.0％

韓国 2 － 2 17 韓国カレーハウス株式会社 20.0％

タイ 4 － 4 21 ICHIBANYA MIDWEST ASIA CO.,LTD.37.0％

米国（ハワイ） － － － 4 CoCoICHI　HAWAII,INC. －

シンガポール 2 － 2 3 TanaDevelopment(Singapore) Pte.Ltd.－

合計 27 2 25 103　 　

（※）海外店舗は、当社とエリアフランチャイズ契約を締結した現地法人が、直営店ないしＦＣ店で展開しており

ます。なお、香港および米国（本土）の現地法人は、当社の連結子会社であります。
　
　　この結果、平成25年２月末の国内外の総店舗数は1,347店舗となりました。
　
　その他、食品メーカー様や小売業者様と共同で取り組んでいる外販事業につきましては、スナック菓子やカップ

ラーメンなど新たに18種類を販売し、当第３四半期連結累計期間における取扱商品は43種類となりました。
　
　こうした取り組みの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、297億42百万円（前年同期比0.5％減）となりま

した。

　利益面につきましては、米など一部食材の仕入価格が引き続き高止まりした影響などから、営業利益は30億20百万

円（同5.7%減）、経常利益は31億41百万円（同4.5％減）と前年を下回る結果となりました。

　また、四半期純利益につきましては、減損損失が増加したことなどから特別損失が３億13百万円増加し、15億７百

万円（同9.7%減）となりました。

　なお、当社グループにおいては、飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。　
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(２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(３）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

　

(４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。　

EDINET提出書類

株式会社壱番屋(E03329)

四半期報告書

 5/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,600,000

計 57,600,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年４月８日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,963,000 15,963,000

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数　

100株　

計 15,963,000 15,963,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

　　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年12月１日

～

平成25年２月28日

― 15,963,000 ― 1,503,270 ― 1,388,470

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

15,960,300
159,603 ―

単元未満株式
普通株式

2,700
― ―

発行済株式総数 15,963,000 ― ―

総株主の議決権 ― 159,603 ―

　

②【自己株式等】

 平成25年２月28日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平成

25年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,355,738 8,748,409

売掛金 2,177,389 2,065,371

商品及び製品 555,964 523,412

仕掛品 12,187 20,080

原材料及び貯蔵品 188,091 208,621

繰延税金資産 204,594 95,032

その他 511,967 434,766

貸倒引当金 △4,126 △3,891

流動資産合計 12,001,807 12,091,802

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,344,501 6,026,691

機械装置及び運搬具（純額） 599,670 529,007

土地 5,809,775 5,689,554

リース資産（純額） 990,310 954,605

その他（純額） 340,003 421,363

有形固定資産合計 14,084,262 13,621,222

無形固定資産 290,930 238,401

投資その他の資産

投資有価証券 1,513,844 1,737,363

繰延税金資産 841,249 842,302

差入保証金 2,302,026 2,173,351

その他 540,577 572,451

貸倒引当金 △114,582 △113,276

投資その他の資産合計 5,083,116 5,212,192

固定資産合計 19,458,308 19,071,815

資産合計 31,460,115 31,163,618
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,908,663 1,847,214

未払金 1,178,711 1,012,633

未払法人税等 966,340 256,544

賞与引当金 260,541 117,662

資産除去債務 2,475 6,400

その他 533,540 561,879

流動負債合計 4,850,272 3,802,334

固定負債

リース債務 767,012 707,116

退職給付引当金 487,203 523,912

債務保証損失引当金 24,211 21,540

長期預り保証金 2,184,181 2,172,431

資産除去債務 441,413 437,798

その他 117,908 113,462

固定負債合計 4,021,931 3,976,261

負債合計 8,872,203 7,778,595

純資産の部

株主資本

資本金 1,503,270 1,503,270

資本剰余金 1,388,470 1,388,470

利益剰余金 19,763,654 20,393,061

自己株式 △101 △101

株主資本合計 22,655,292 23,284,700

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △120,277 24,369

為替換算調整勘定 △63,416 △39,991

その他の包括利益累計額合計 △183,694 △15,622

少数株主持分 116,313 115,944

純資産合計 22,587,911 23,385,022

負債純資産合計 31,460,115 31,163,618
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

売上高 29,889,232 29,742,616

売上原価 15,004,350 15,240,718

売上総利益 14,884,881 14,501,898

販売費及び一般管理費 11,682,752 11,481,088

営業利益 3,202,129 3,020,810

営業外収益

受取利息及び配当金 36,030 40,255

受取家賃 384,606 432,358

その他 40,995 37,666

営業外収益合計 461,633 510,279

営業外費用

支払利息 14,320 15,023

賃貸費用 340,559 367,068

その他 20,605 7,244

営業外費用合計 375,485 389,336

経常利益 3,288,277 3,141,753

特別利益

店舗売却益 58,472 48,485

その他 8,672 －

特別利益合計 67,144 48,485

特別損失

固定資産除却損 11,171 10,403

減損損失 148,176 466,638

その他 34,594 30,232

特別損失合計 193,942 507,275

税金等調整前四半期純利益 3,161,479 2,682,964

法人税、住民税及び事業税 1,246,284 1,152,183

法人税等調整額 251,611 29,636

法人税等合計 1,497,896 1,181,819

少数株主損益調整前四半期純利益 1,663,583 1,501,144

少数株主損失（△） △5,578 △6,225

四半期純利益 1,669,161 1,507,369
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成24年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年６月１日
　至　平成25年２月28日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,663,583 1,501,144

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 62,151 144,646

為替換算調整勘定 △40,430 29,281

その他の包括利益合計 21,720 173,928

四半期包括利益 1,685,303 1,675,073

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,698,967 1,675,441

少数株主に係る四半期包括利益 △13,664 △368
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【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年６月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。　

　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は8,592千円、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益はそれぞれ8,981千円増加しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１  保証債務　

　
前連結会計年度

（平成24年５月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年２月28日）

加盟店の金融機関借入の保証 1,767,944千円 1,432,432千円

　

　また、上記以外に加盟店の不動産賃

貸借契約について、１件の家賃の債

務保証を行っております。

　また、上記以外に加盟店の不動産賃

貸借契約について、１件の家賃の債

務保証を行っております。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。　

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年６月１日
至  平成24年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年６月１日
至  平成25年２月28日）

減価償却費 821,902千円 938,708千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年６月１日　至平成24年２月29日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年８月25日

定時株主総会
普通株式 798,147 50平成23年５月31日平成23年８月26日利益剰余金

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年６月１日　至平成25年２月28日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

1株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月23日

定時株主総会
普通株式 877,962 55平成24年５月31日平成24年８月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自平成23年６月１日　至平成24年２月29日）及び当第３四半期連結累計期間（自平

成24年６月１日　至平成25年２月28日）

当社グループにおいては、飲食事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。　

　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成24年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年６月１日
至　平成25年２月28日）

　１株当たり四半期純利益金額 104円56銭 94円43銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,669,161 1,507,369

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,669,161 1,507,369

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,962 15,962

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　

　　

（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年４月３日

株式会社壱番屋

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水上　圭祐  　印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今泉   誠　   印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社壱番屋の

平成24年６月１日から平成25年５月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年12月１日から平成25

年２月28日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年６月１日から平成25年２月28日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社壱番屋及び連結子会社の平成25年２月28日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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